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国家と服制についての関わりについて論じ ｡第二章では､植物が装身具として頭部に装飾され ことの歴史的意義について論じた｡第三章では'なぜ五月五日節に用い れた菖蒲峯は元正太上天皇 よっ 発布されたのか いう問いを設定し､王権論の視点から考察した｡第四章では'九世紀末から一一世紀にかけ ､身分秩序 可視的表象がどのように変化･変質したの ､挿 花を素材 検討した｡第五章では'第四章で取-上げ 以外の宮廷の儀式･行事なかで用いられる挿頭花について' 算賀を中心に考察を加えた｡付論ではt F小右記』　を中心に 勝と挿頭花用例について検討した｡第六章では､天皇算賀で特徴的にみられた挿頭花献上とその下賜が､大嘗会でも同様 兄だせること 注目し､挿頭花 と献上について検討
た｡第七章では､挿頭花の差等表示機能について､石清水臨時祭にみられる挿頭花装飾から検討した｡第八章では､王権の名のもとに行われる特権 付与を｢贈与｣　の問題として読み解いてい-ことについての視点を提 した｡
以上の検討の結果､頭部装飾には'人々の紐帯を可視化






















る宝撃･義撃を検討し'儀式空間である｢朝廷｣　で､五位以上と六位以下との間にある階級的な相違 儀礼の場 可視的に表象していたことを明らかにLt　また､七･八世紀を通じて国家が促進し 中国的な結髪の風習は'日本では根付-ことな-､九世紀 降の貴族社会では､前髪を額の上に束ね｢銀子｣と呼ばれる菅を装飾す ｢髪上げ｣が特定の場で定着するが'基本的には垂髪が主流 なるこ 指摘している｡
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第二章は'植物が装身具として東部に装飾されることの
歴史的意義について検討し､蔓･挿頭花･暫花などの頭部装飾は'四季折々の薬草や強い香気を放つ植物'常緑 まま越年する植物などが装飾されており､これは植物が持つ力を我が身に取-入れ､無病息災や延命長寿を祈願した類感呪術的な行為と考えられること'装飾の場が宴などの儀礼空間に集う者すべてに一律水平的に等し-装飾されたものであること 明らか している｡こ ことは､儀礼の場に集う者の内部には位階や身分･階級 よる差異が内在れているにもかかわらず'頭部装飾はその場に集う集団結合意識のシンボルとして機能していることを意味し いる｡ここに､衣服令に規定された服飾品が律令制的位階秩序の可視的表象である に対し､衣 令 規定さ ない蔓･挿頭花･撃花等 頭部装飾が､時間と空間とを限定した儀礼の場に集う人々の紐帯を一律水平的に可視的 表象するものであることが示されてい と指摘 ている｡
第三章は､元正太上天皇の五月五日節に用いられた菖蒲
隻を検討し､それが'天皇も例外なく'宮中 入る全 の者に位階や身分･階級 別なく装飾さ ことをした上で､菖蒲が薬草の筆頭に位置付き､掌自体が身体の清浄さを示す物忌みの標識であり､五月五日節が本格的な夏を前にした節気の行事であること どから､五月五日節
に菖蒲掌を装飾することが'宮中および天皇の身体が清浄であることを示し､宮中および天皇の身体への邪気の侵入を防ぐ防疫･騨邪の装飾として機能し､その後'菖蒲輩は後景に退き'公卿以上に下賜される横命桂　(薬玉)　が取って代わることを指摘している｡
第四章は､挿頭花を中心にして九世紀から十一世紀にか
けて､身分秩序の可視的表象がどのように変化･変質したのかを論じており､(一)　衣服令が規定した位色制の基調の変質以後 集団の結合意識のシンボルとしての機能を果たしていた挿頭花に差等表示機能が加わること､(二)　挿頭花の差等表示は'平安貴族社会が生み出した新しい編成原理　(公卿･殿上人･地下､あるいは大臣･納言 参議)に対応することを指摘し ､律令位色制に代わる新たな身分標識となることを結論と いる｡
第五章及び付論は､長命を祝賀する天皇算賀における挿




者の　｢富｣とその　｢消費｣　の象徴品であ-､天皇の治世のさらなる繁栄と権力 可視化を意図しており､差等表示機能があるが､算賓のそれがなく､算賀 宴席に集う者が一律水平的に皆等し-同じ花を装飾することに意義を兄いだすべきことを指摘 ている｡
第七章は､挿頭花の差等表示機能が身分標識となってい
ることを､｢帯剣｣者で か否かで相違する石清水臨時祭に供奉する舞人･陪従ら 着目 ､彼らの挿頭花装飾は､花の種類によって装飾者　(祭使･舞人･陪従)　を序列化したものであったこと が装飾する｢くもゐ｣　 桜と､｢しなをくれたる｣陪従が装飾する山吹との相違は､平安
貴族社会の編成原理の根幹を可視的に表象する点に大きな意味があることを指摘している｡
第八章は､王権による特権の付与を'衣服の贈与慣行で









た頭部装飾は､集団内部に位階や身分･階級による差異を内在させながらも､同じ植物を装飾することで　｢一体感｣や｢同一感｣を醸成させ､宴の場での結合意識のシンボルとして機能していたこと その後九世紀にな と､それは'貴族社会の編成原理と対応する形で､挿頭花が宮廷の儀式･行事のなかに取り込まれ､整備･体系化されていく過程で差等表示の機能が備わってくること､それは八世紀の社会で行なわれていた習俗を､国家･王権 側が制度として取り込む過程で起こっ 歴史的な変化であること等々を明らかにした点である｡
第二にあげるべきは､算賀の挿頭花にみられた天皇への
献物として現象する｢造り物｣　 挿頭花も'算賀の場で結合意識のシンボルとして機能する挿頭花も'ある は防疫･騨邪の装飾として五月五日節に用いられた菖蒲蔓から積命棲　(薬玉)　への変化さえも､天皇の身体を様々な禁忌によって文化的･社会的に｢荘厳化｣し､社会 仕組みとして　｢装置化｣してい-過程で起こった変化な ではないかと考えられることを指摘した点 ある｡
二つの点は'これまで武田佐知子民らに代表される最良
質の服飾 国家･社会の関係史を継承し､斬新な観 から豊富な論点を導き出した成果 いえるものである｡と-わけ'頭部装飾への着日は､著者の博士論文提出までの間､一貴して追及してきた視点であり､論じてきたテーマ も
あ-､上記してきた論点と随所にみられる事実の検出は大きな意義が認められる｡
この点は､課程博士論文の基準のひとつとして考えられ
る　｢テーマ設定の斬新性｣は充分に満たしており､今後､さらに研究者として歩むに必要な｢問題関心の広さ｣も認められるものと判断できる｡
他方で､論じるのに急なあまり､踏むべき実証作業にな
お各段の考慮を必要 する点や論述 なおいっそうの推敵が必要な点を含んでいること等が見受けられるのは惜しまれる点である｡
しかし､後者の点は､今後の精進 よって補いうるも
であり､これからの研鉾によって学界に稗益す ことの多い論文になることが期待できるものと考える｡
以上'これらの点を総合的に判断し､審査にあたった三
人は1致して､永島朋子氏に博士号　(博士･歴史学)　 学位を授与するが妥当であ 判定する次第である｡
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